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道　標

な
さ
い
。
彼
ら
に
父
と
子
と
聖
霊

の
名
に
よ
っ
て
洗
礼
を
授
け
、
あ

な
た
が
た
に
命
じ
て
お
い
た
こ
と

を
す
べ
て
守
る
よ
う
に
教
え
な
さ

い
。
わ
た
し
は
世
の
終
わ
り
ま

で
、
い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に

い
る
。
」
（
マ
タ
イ
28
・
18
〜

20
）
 

イ
エ
ス
は
こ
の
宣
言
が
空
文

に
終
わ
ら
な
い
た
め
に
、
弟
子

た
ち
に
、
御
父
と
ご
自
分
の
霊

で
あ
る
聖
霊
を
遣
わ
し
て
、
教

会
を
設
立
な
さ
い
ま
し
た
。
従

っ
て
、
地
上
に
あ
る
教
会
の
使

命
は
、
必
然
的
に
上
記
の
イ
エ

ス
の
宣
言
を
実
行
す
る
こ
と
に

あ
る
、
と
言
え
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
鹿
児
島
教
区
の

創
設
は
、
長
崎
教
区
か
ら
の
分

離
が
そ
の
起
点
に
な
り
ま
す
。

教
会
法
的
に
は
鹿
児
島
使
徒
座

知
牧
区
認
定
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
１
９
２
７
年
（
昭
和
２

年
）
の
こ
と
で
、
来
年
（
２
０

２
７
年
）
が
創
設
１
０
０
周
年

に
あ
た
り
ま
す
。
 

使
徒
座
知
牧
区
に
認
定
さ
れ

た
こ
ろ
の
信
者
数
は
４
、
７
２

８
人
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
７
，
８
０
０
人
台
で

す
。
 

１
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
鹿

児
島
教
区
で
す
が
、
こ
の
１
０

０
年
間
で
信
者
数
の
伸
び
は
、

１
・
７
倍
弱
だ
と
言
え
ま
す
。

こ
の
数
字
が
、
多
い
か
少
な
い

か
は
別
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の

福
音
が
教
区
中
に
行
き
渡
る
余

地
は
十
分
あ
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
 

そ
こ
で
、
知
牧
区
創
設
１
０

０
周
年
を
１
年
後
に
記
念
す
る

に
あ
た
り
、
い
く
つ
か
の
努
力

目
標
を
提
示
い
た
し
ま
す
。
 

•小
教
区
共
同
体
の
優
先
課

題
と
し
て
、
い
ま
だ
に
キ
リ
ス

ト
の
福
音
に
触
れ
る
こ
と
の
無

い
人
々
を
教
会
に
招
き
入
れ
る

こ
と
。
 

•カ
ト
リ
ッ
ク
の
名
を
冠
し

て
い
る
幼
稚
園
、
中
学
・
高
等

学
校
、
大
学
、
社
会
福
祉
施
設

等
が
、
神
の
愛
の
実
践
の
場
と

し
て
機
能
す
る
よ
う
教
会
全
体

と
し
て
祈
り
、
支
援
し
て
い
く

こ
と
。
 

•知
牧
区
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
鹿
児
島
教
区
民
と
し
て
、

今
日
ま
で
頂
い
て
き
た
教
区
内

外
、
さ
ら
に
国
内
外
か
ら
の
多

大
な
霊
的
・
人
的
・
経
済
的
援

助
に
対
し
て
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
教
区
と

し
て
、
財
政
的
に
自
立
す
る
決

意
を
新
た
に
す
る
こ
と
。
 

•益
々
国
際
化
の
進
む
日
本

社
会
の
現
状
を
踏
ま
え
、
教
会

の
特
性
の
一
つ
で
あ
る
カ
ト
リ

ッ
ク
性
（
普
遍
性
）
を
発
揮

教
区
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
２
０
２
５
年
通
常
聖
年
も

閉
幕
し
、
教
会
は
新
た
な
目
標

を
掲
げ
て
前
進
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

年
頭
に
あ
た
り
、
私
は
鹿
児

島
教
区
目
標
と
し
て
「
福
音
宣

教
す
る
教
会
づ
く
り
」
を
掲
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
は
、
弟

子
た
ち
を
宣
教
に
遣
わ
す
に
あ

た
り
、
次
の
よ
う
に
仰
せ
に
な

り
ま
し
た
。
 

「
わ
た
し
は
天
と
地
の
一
切

の
権
能
を
授
か
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
、
あ
な
た
が
た
は
行
っ
て
、
す

べ
て
の
民
を
わ
た
し
の
弟
子
に
し

し
、
多
文
化
共
生
社
会
の
モ
デ

ル
を
教
会
共
同
体
で
実
現
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

•最
後
に
鹿
児
島
使
徒
座
知

牧
区
に
認
定
さ
れ
て
か
ら
、
教

区
長
と
し
て
、
そ
の
成
長
・
発

展
に
ご
尽
力
下
さ
っ
た
歴
代
の

教
区
長
方
の
た
め
に
感
謝
と
天

の
御
父
か
ら
の
豊
か
な
報
い
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
祈
る
こ
と
。
 

歴
代
教
区
長
は
以
下
の
通

り
。
 

•エ
ジ
ド
・
ロ
ア
神
父
（
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
カ
ナ
ダ
管
区
）

１
９
２
７
〜
１
９
３
６
年
在

任
（
以
下
、
同
じ
）
 

•パ
ウ
ロ
山
口
愛
次
郎
神
父

（
長
崎
教
区
出
身
）
　
　
　
　
　
　
　

１
９
３
６
〜
１
９
４
０
年
 

•フ
ラ
ン
シ
ス
コ
出
口
一
太
郎

神
父
（
長
崎
教
区
出
身
）
　
　
　
　

１
９
４
０
〜
１
９
５
５
年
 

•ヨ
ゼ
フ
里
脇
浅
次
郎
枢
機
卿

（
長
崎
教
区
出
身
）
　
　
　
　
　

１
９
５
５
〜
１
９
６
８
年
 

•パ
ウ
ロ
糸
永
真
一
司
教
（
長

崎
大
司
教
区
出
身
）
　
　
　
　

１
９
７
０
〜
２
０
０
６
年
 

•パ
ウ
ロ
郡
山
健
次
郎
司
教

（
鹿
児
島
教
区
出
身
）
　
　
　
　
　
　

２
０
０
６
〜
２
０
１
８
年
 

 新
年
が
神
様
の
豊
か
な
祝
福

で
満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
 

    教
区
長
                        中
野
裕
明
 

    名
誉
司
教
                     郡
山
健
次
郎
 

    総
代
理
                        泉
　
浩
二
 

    法
務
代
理
・
事
務
局
長
      霧
島
　
彬
 

鹿
児
島
地
区
 

末
吉
卓
也
（
姶
良
教
会
）
、
朴
鎭
亮
（
指
宿
教
会
）
、
申

賢
圭
 （
加
世
田
教
会
）
、
李
秉
德
（
鴨
池
教
会
）
、
小
隈

憲
士
（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
）
、
盛
　
克
志
、
鄭
容
旭
（
谷
山

教
会
）
、
鈴
木
康
由
（
種
子
島
教
会
）
、
泉
　
浩
二
（
玉

里
教
会
）
、
ジ
ュ
オ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ォ
ク
（
溝
辺
教

会
）
、
貴
島
丈
弥
（
紫
原
教
会
）
、
霧
島
彬
（
屋
久
島
教

会
）
、
フ
ァ
ン
・
ミ
ン
・
ア
ン
（
吉
野
教
会
）
 

 大
隅
地
区
 

グ
エ
ン
・
ホ
グ
・
タ
ム
（
鹿
屋
教
会
）
、
サ
ン
タ
マ

リ
ア
・
ジ
ュ
セ
ッ
ペ
（
国
分
教
会
）
、
オ
ロ
ー
フ

ォ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
（
志
布
志
教
会
）
、
霧
島
　

彬
（
垂
水
教
会
）
 

 北
薩
地
区
 

宋
診
旭
（
阿
久
根
・
出
水
教
会
）
、
橋
口
啓
悟
（
大

口
教
会
）
、
福
崎
英
雄
（
川
内
・
入
来
教
会
）
 

 奄
美
大
島
地
区
 

藤
澤
幾
義
（
大
笠
利
教
会
）
、
朴
昶
奎
（
小
宿
教
会
）
、

鄭
法
鍾
（
瀬
留
教
会
）
、
郡
山
健
次
郎
（
大
熊
教
会
）
、
 

栃
尾
泰
英
（
名
瀬
聖
心
教
会
）
、
金
煕
一
、
久
保
芳
一
、

ニ
コ
ラ
ス
・
ス
ワ
イ
ヤ
テ
ク
（
古
田
町
・
古
仁
屋
教
会
）
 

 徳
之
島
地
区
 

ウ
ォ
ラ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ド
ン
・
ボ
ス
コ
、
石
田
　

望
（
母
間
・
和
泊
教
会
）
 

 そ
の
他
 

小
川
靖
忠
（
玉
里
善
き
牧
者
幼
稚
園
）
、
山
口
好
信
（
出

向
）
、
永
山
幸
弘
、
寝
占
敦
之
（
静
養
）
 

 教
区
助
祭
 

久
山
元
太
郎
（
川
内
教
会
）
 

 教
区
終
身
助
祭
団
　
 

石
神
秀
人
（
阿
久
根
教
会
）
、
小
島
芳
武
（
川
内
教

会
）
、
池
上
利
男
（
母
間
教
会
）

2026年　謹んで新春をお祝い申し上げます。　 

鹿
児
島
教
区
の
聖
職
者
（
敬
称
略
）

年頭の辞

「
福
音
宣
教
す
る
教
会
づ
く
り
」
 

鹿
児
島
教
区
　
司
教
　
中
野
裕
明

１月１日は世界平和の日 
 

聖パウロ６世教皇は1967年12月8日、ベトナ
ム戦争が激化するなか、来る1月1日を平和の
日とし、平和のために特別な祈りをささげる
よう呼びかけました。それ以来、全世界のカ
トリック教会は毎年１月１日を「世界平和の
日」とし、戦争や分裂のない平和な世界が来
るように祈っています。 
平和はキリスト教そのものに深く根ざして
います。キリスト者にとって平和を唱えるこ
とは、キリストを告げ知らせることにほかな
りません。新年にあたって「信仰の原点に立
ち戻り、すべての善意ある人々と手をたずさ
えて、平和な世界の実現に向かって、カトリ
ック信者としての責任を果たしていく」（日
本司教団『平和への決意』）ことができるよ
う決意を新たにしたいと思います。

奉
献
生
活
者
と
共
に
さ
さ
げ
る
ミ
サ
 

 

日
　
時
：
２
０
２
６
年
１
月
31
日
（
土
）
14
時
〜
 

場
　
所
：
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
 

司
　
式
：
中
野
裕
明
司
教
様
、
小
隈
憲
士
神
父
様
 

 
鹿
児
島
教
区
で
は
、
毎
年
２
月
２
日
（
主
の
奉
献
の
祝
日
）
の

前
後
に
、
教
区
内
の
奉
献
生
活
者
が
集
ま
っ
て
召
命
の
恵
み
に
感

謝
し
な
が
ら
、
新
た
な
召
命
の
恵
み
を
願
い
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

鹿
児
島
教
区
の
上
に
新
た
に
司
祭
・
修
道
者
の
召
命
の
恵
み
が
豊

か
に
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
共
に
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
日
は

ミ
サ
後
、
簡
単
な
茶
話
会
を
準
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

 

  鹿
児
島
教
区
修
道
女
連
盟
一
同
 



第712号 2026年１月１日（毎月1日発行）（2）

２
０
２
５
年
10
月
２
日
〜
12

日
の
間
、
聖
年
に
伴
う
南
イ
タ

リ
ア
巡
礼
に
参
加
し
ま
し
た
の

で
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

今
回
の
巡
礼
は
東
京
大
司
教

区
の
菊
地
枢
機
卿
の
着
座
式
へ

の
参
列
と
ロ
ー
マ
か
ら
ナ
ポ
リ

を
経
由
し
て
シ
チ
リ
ア
ま
で
の

旅
で
し
た
。
参
加
者
は
札
幌
、

東
京
、
大
阪
、
長
崎
、
そ
し
て

鹿
児
島
か
ら
の
37
人
。
シ
チ
リ

ア
ま
で
足
を
延
ば
し
た
の
は
列

福
申
請
中
の
シ
ド
テ
ィ
神
父
の

出
身
地
パ
レ
ル
モ
大
司
教
区
を

訪
問
し
、
列
福
申
請
作
業
状
況

を
聞
く
こ
と
と
、
シ
ド
テ
ィ
神

父
の
屋
久
島
上
陸
地
の
鹿
児
島

教
区
の
中
野
司
教
、
帰
天
地
の

東
京
大
司
教
区
の
菊
地
枢
機
卿

が
申
請
の
作
業
を
し
て
い
る
パ

レ
ル
モ
大
司
教
区
を
表
敬
訪
問

す
る
た
め
で
し
た
。
 

巡
礼
は
出
発
地
ロ
ー
マ
か
ら

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
発
祥
の
地
モ
ン

テ
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
、
ナ
ポ
リ
近
郊

の
ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
、
そ
し
て
教

皇
の
避
暑
地
カ
ス
テ
ル
ガ
ン
ド
ル

フ
ォ
宮
殿
、
菊
地
枢
機
卿
の
名
義

教
会
で
あ
る
サ
ン
・
ジ
ョ
バ
ン

ニ
・
レ
オ
ナ
ル
デ
ィ
教
会
、
シ
チ

リ
ア
の
パ
レ
ル
モ
大
司
教
区
、
モ

ン
レ
ア
ー
レ
大
司
教
区
を
巡
り
ま

し
た
の
で
、
概
要
を
報
告
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

 
Ⅰ
ロ
ー
マ
４
大
バ
ジ
リ
カ
訪
問
  

⑴
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
・
フ
オ
ー

リ
・
レ
・
ム
ー
ラ
大
聖
堂
　

（
聖
パ
ウ
ロ
教
会
）
 

こ
の
長
い
教
会
の
名
は
、
ロ

ー
マ
市
の
周
り
を
取
り
巻
く
城

壁
の
外
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
か

ら
名
づ
け
ら
れ
、
聖
パ
ウ
ロ
の

遺
骸
を
祭
っ
た
場
所
を
中
心
と

し
て
、
紀
元
３
８
６
年
に
起
工

し
、
４
０
０
年
頃
に
完
成
し
た

バ
ジ
リ
カ
で
す
。
 

10
月
３
日
午
後
ロ
ー
マ
に
着
い

た
巡
礼
団
は
、
ま
ず
「
聖
パ
ウ
ロ

教
会
」
を
訪
問
し
「
聖
な
る
扉
」

を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
こ
の
教
会
は

聖
パ
ウ
ロ
が
殉
教
し
た
場
所
に
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

⑵
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
 

10
月
８
日
（
水
）
は
教
皇
の

一
般
謁
見
の
日
で
し
た
。
私
た

ち
は
枢
機
卿
着
座
の
巡
礼
団
と

い
う
こ
と
で
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ

広
場
の
中
で
指
定
席
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
教
皇
レ
オ
14
世
が

パ
パ
モ
ー
ビ
ル
で
会
場
を
廻
ら

れ
る
の
を
近
く
で
見
る
こ
と
が

で
き
感
激
し
ま
し
た
。
 

午
後
は
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大

聖
堂
の
聖
な
る
扉
を
く
ぐ
り
聖

堂
内
を
巡
礼
、
昼
食
は
バ
チ
カ

ン
高
官
の
宿
泊
所
「
聖
マ
ル
タ

の
家
」
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇

が
宿
泊
所
と
し
て
い
た
）
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン

入
口
に
は
聖
堂
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
大

事
に
し
て
い
た
「
結
び
目
を
解

く
聖
母
マ
リ
ア
像
」
が
設
置
さ

れ
て
い
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教

皇
が
ド
イ
ツ
で
出
会
っ
た
こ
の

絵
が
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
目
に
し
て
「
教
皇
が
直

面
す
る
難
問
解
決
の
た
め
聖
母

に
お
願
い
し
て
い
た
証
拠
だ
」

と
感
じ
た
次
第
で
し
た
。
 

⑶
「
ラ
テ
ラ
ノ
教
会
」
 

こ
の
教
会
は
ロ
ー
マ
教
区
の

カ
テ
ド
ラ
ル
で
あ
り
、
こ
こ
の

司
教
が
ロ
ー
マ
教
皇
で
す
。
福

者
ペ
ト
ロ
岐
部
が
１
６
２
０
年

11
月
15
日
に
司
祭
叙
階
さ
れ
た

場
所
で
も
あ
り
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
ア
シ
ジ
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
は
こ
こ
で
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
の
会
則
の
承
認
を
得

た
と
言
わ
れ
、
聖
堂
の
広
場
に

は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
像
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

⑷
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ジ

ョ
ー
レ
教
会
 

10
月
10
日
は
「
サ
ン
タ
・
マ

リ
ア
・
マ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
」
を

訪
問
。
こ
こ
は
史
上
最
初
に
聖

母
マ
リ
ア
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
教

会
と
言
わ
れ
て
お
り
、
３
５
２

年
８
月
５
日
の
朝
、
奇
跡
的
に

雪
が
降
り
積
も
っ
た
と
の
こ
と

で
、
後
に
こ
の
聖
堂
が
建
て
ら

れ
「
雪
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
教

会
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
こ
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教

皇
の
お
墓
が
あ
り
、
お
参
り
し

ま
し
た
。
歴
代
教
皇
の
墓
は
ほ

と
ん
ど
が
サ
ン
ペ
ト
ロ
教
会
に

あ
り
ま
す
が
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
遺
言
で
こ
の
聖
堂
に
埋

葬
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
お
墓
は

聖
堂
の
側
廊
に
設
置
さ
れ
、

「
F
R
A
N
C
IS
C
U
S
」
と
だ
け

名
前
が
彫
ら
れ
て
い
る
だ
け
で

そ
ば
を
通
っ
て
も
気
づ
か
な
い

質
素
な
も
の
で
で
し
た
。
現
時

点
で
は
巡
礼
者
で
溢
れ
て
い
て

列
を
作
っ
て
墓
参
り
を
し
て
い

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇

は
世
界
中
の
司
牧
訪
問
に
出
か

け
る
と
き
は
必
ず
こ
こ
の
教
会

に
参
詣
し
祈
っ
て
か
ら
出
か
け

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
 

【
写
真
は
サ
ン
タ
・
マ
リ

ア
・
マ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
に
あ
る

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
墓
前
で

祈
る
菊
地
枢
機
卿
と
中
野
司

教
】

（
続
く
）

あ
る
時
占
い
師
の
娘
の
夢
の

中
に
そ
の
観
音
像
が
現
れ
て
、

「
マ
リ
ア
で
ご
ざ
る
、
マ
リ
ア

で
ご
ざ
る
」
と
言
っ
た
と
い
い

ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
占
い
師

は
、
大
島
で
布
教
活
動
し
て
い

た
宣
教
師
に
そ
の
娘
の
夢
の
話

を
伝
え
た
と
の
こ
と
で
す
。
 

奄
美
大
島
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
え
が
あ
ま
ね
く
広
ま
っ
た
の

に
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
の
力

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 

こ
の
巡
礼
の
３
日
間
に
は

少
々
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し

た
が
、
訪
問
し
た
先
々
の
教
会

で
皆
が
一
緒
に
な
り
、
お
祈
り

を
共
有
で
き
ま
し
た
こ
と
は
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
訪
問
先
の
教
会
で
は
手
厚

い
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
車
で
案
内
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
、
島
の
信
者
の

方
々
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
 

短
い
日
々
で
し
た
が
本
当
に

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
自
身
と
し
て
も
、
自

分
の
信
仰
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
時
間
に
も
な
り
、
一
層

信
仰
心
が
深
ま
っ
た
思
い
を
し

た
巡
礼
の
旅
で
も
あ
り
ま
し

た
。
 

聖
年
に
伴
う
南
イ
タ
リ
ア
巡
礼
に
参
加
し
て
①
 

加
世
田
小
教
区
　
枕
崎
教
会
　
長

野

宏

樹

聖
年
も
あ
と
残
す
と
こ
ろ
２

か
月
を
切
っ
た
11
月
９
日

（
日
）
「
ラ
テ
ラ
ノ
教
会
献

堂
」
の
祝
日
、
私
た
ち
大
熊
小

教
区
で
は
、
教
区
指
定
巡
礼
教

会
で
あ
る
名
瀬
聖
心
教
会
へ
２

回
目
の
聖
年
の
巡
礼
を
実
施
し

ま
し
た
。
 

盛
夏
の
陽
射
し
が
和
ら
い
だ

青
空
の
も
と
、
大
熊
教
会
に
指

定
時
間
に
６
人
が
集
い
「
は
じ

め
の
祈
り
」
を
唱
え
、
名
瀬
聖

心
教
会
へ
の
徒
歩
巡
礼
を
開
始

し
ま
し
た
。
前
回
と
は
コ
ー
ス

を
変
え
、
約
１
時
間
45
分
の
徒

歩
巡
礼
と
な
り
ま
し
た
。
 

聖
心
教
会
に
到
着
す
る
と
自

家
用
車
で
先
に
到
着
し
た
方
々

が
唱
え
る
「
ロ
ザ
リ
オ
の
祈

り
」
に
合
流
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
郡
山
名
誉
司
教
さ
ま
司
式

に
よ
る
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
総
勢
60
人
ほ
ど
の
参
加

者
で
し
た
。
 

ミ
サ
の
説
教
で
郡
山
名
誉
司

教
さ
ま
は
教
会
の
意
義
・
目
的

に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
「
ラ
テ
ラ
ノ
教
会
は
パ
パ

様
の
教
会
で
あ
る
か
ら
世
界
中

２
回
目
の
聖
年
巡
礼
で
聖
心
教
会
へ
 

徒
歩
で
車
で
大
熊
小
教
区

貴
島
丈
弥
神
父
（
紫
原
教

会
）
を
団
長
に
、
紫
原
、
ザ
ビ

エ
ル
、
谷
山
、
鹿
屋
、
喜
界

島
、
鴨
池
教
会
か
ら
の
12
人
が

11
月
16
日
（
日
）
か
ら
19
日

（
水
）
ま
で
「
聖
年
の
巡
礼
」

で
奄
美
大
島
を
訪
問
し
た
。
 

 こ
の
度
、
奄
美
巡
礼
の
旅
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
更
な
が
ら

で
す
が
、
初
め
て
の
巡
礼
の
旅

で
、
何
も
か
も
が
新
鮮
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
島
内
、
北
か

ら
南
ま
で
隈
な
く
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
「
こ
ん

な
山
の
中
に
あ
る
教
会
は
、
一

体
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ

て
こ
の
よ
う
な
場
所
に
建
て
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
、

い
ろ
ん
な
思
い
を
巡
ら
せ
た
旅

で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

車
窓
か
ら
眺
め
た
も
の
を
含

め
て
、
13
か
所
の
教
会
を
巡
り

ま
し
た
が
、
中
に
は
、
重
要
な

史
跡
に
も
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
の

建
築
様
式
の
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
も
の
が

大
好
き
な
私
に
は
、
目
を
見
張

る
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
奄
美
大
島

の
教
会
が
永
年
に
わ
た
り
存
在

し
続
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

「
島
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
た
ち

の
信
仰
心
が
如
何
に
あ
つ
か
っ

た
の
だ
ろ
う
」
と
感
激
し
、
思

わ
ず
東
洋
の
奇
跡
「
信
徒
発

見
」
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
 

最
後
に
訪
問
し
た
加
計
呂
麻

の
西
阿
室
教
会
に
は
マ
リ
ア
観

音
像
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

設
置
し
て
あ
る
由
来
を
お
聞
き

し
た
時
、
こ
れ
は
ま
さ
に
奇
跡

で
は
な
い
か
と
思
い
な
が
ら
、

お
話
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
話
で
し
た
。
 

こ
の
マ
リ
ア
観
音
像
は
、
あ

る
人
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
自
分
の

家
に
飾
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
集

落
の
占
い
師
の
目
に
と
ま
り
、

占
い
師
は
そ
れ
を
譲
り
受
け
、

占
い
の
霊
力
を
授
か
る
神
と
し

て
拝
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
 

聖
年
の
巡
礼
で
奄
美
大
島
を
旅
し
て
 

鹿
屋
教
会
　
森
田
佳
代
子

で
祝
う
」
と
。
 

そ
の
中
で
第
一
朗
読
エ
ゼ
キ

エ
ル
の
預
言
を
引
用
さ
れ
「
教

会
に
集
う
人
々
が
ま
る
で
流
れ

る
よ
う
に
力
、
希
望
を
も
っ
て

出
か
け
て
い
く
姿
、
つ
ま
り
水

が
流
れ
る
イ
メ
ー
ジ
で
出
か
け

て
い
く
姿
。
今
日
、
徒
歩
で
き

た
人
、
車
で
来
た
人
た
ち
が
集

う
目
的
は
、
も
っ
と
清
い
水
と

な
っ
て
人
々
を
潤
し
、
希
望
の

光
と
な
り
、
み
ん
な
の
心
を
明

る
く
新
た
に
す
る
こ
と
。
お
互

い
に
祈
り
を
込
め
て
の
希
望
の

巡
礼
と
な
っ
た
。
日
曜
日
ご
と

に
集
う
意
味
を
こ
れ
か
ら
も
ま

す
ま
す
大
事
に
し
な
が
ら
、
御

父
か
ら
呼
ば
れ
た
者
と
し
て
、

聖心教会のセンターでの茶話会

大
き
な
心
で
歩
む
希
望
の
巡
礼

者
と
し
て
毎
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
祈
ろ
う
」
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
下
さ
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
は
共
同
祈
願
で
聖
年

の
巡
礼
へ
の
感
謝
の
た
め
、
病

気
や
戦
争
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
た
め
に
平
和
を
願
い
祈

り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
 

ミ
サ
後
は
、
聖
心
教
会
主
任

司
祭
の
栃
尾
泰
英
神
父
さ
ま
の

呼
び
か
け
で
聖
心
教
会
セ
ン
タ

ー
で
茶
話
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
時
間
を
忘
れ
て
交
流
し
語

り
合
い
、
聖
心
教
会
の
方
々
の

温
か
い
お
も
て
な
し
に
感
謝
の

気
持
が
溢
れ
ま
し
た
。
（
大
熊

小
教
区
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

マリア観音

▼
タ
リ
タ
ク
ム
来
鹿
 

人
身
取
引
問
題
に
取
り
組
む

部
会
（
タ
リ
タ
ク
ム
）
で
、
そ

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
若

者
６
人
が
鹿
児
島
を
訪
問
し
、

純
心
短
大
（
12
月
12
日
）
、
教

区
本
部
（
13
日
）
で
報
告
会
を

実
施
し
た
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
は

翌
日
（
14
日
）
の
ザ
ビ
エ
ル
教

会
の
ミ
サ
に
も
参
列
し
、
ミ
サ

の
終
わ
り
に
活
動
報
告
し
た
。
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聖
堂
で
上
陸
記
念
ミ
サ
を
さ
さ

げ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
 

頭
初
「
ひ
ま
わ
り
の
祭
典
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
周
囲
の
畑
に

ひ
ま
わ
り
を
植
え
、
満
開
の
状

態
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
準
備

が
進
め
ら
れ
た
が
、
残
念
な
が

ら
天
候
不
順
の
影
響
で
花
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
急
遽
テ
ー

マ
名
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な

っ
た
。
 

今
回
の
特
徴
は
広
場
の
一
部

に
建
設
中
の
記
念
館
内
で
、
シ

ド
テ
ィ
神
父
に
つ
い
て
の
展
示

や
地
元
の
食
べ
物
の
提
供
な
ど

が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
記

念
館
は
来
年
３
月
完
成
を
目
指

し
て
鋭
意
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
 

開
会
は
主
催
者
の
挨
拶
に
引

き
続
き
屋
久
島
町
長
、
教
育

長
、
地
元
区
長
、
中
野
司
教
の

挨
拶
で
開
始
さ
れ
た
。
 

第
１
部
は
、
展
示
、
人
形

劇
、
物
品
販
売
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

な
ど
が
行
わ
れ
、
広
場
で
は

「
シ
ド
テ
ィ
神
父
と
藤
兵
衛
」

の
人
形
劇
が
披
露
さ
れ
シ
ド
テ

ィ
神
父
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
の
に
有
益
で
あ
っ
た
。
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は
安
房
小
学
校

児
童
の
金
管
バ
ン
ド
演
奏
、
ギ

タ
ー
弾
き
語
り
、
西
ア
フ
リ
カ

伝
統
楽
器
ジ
ャ
ン
ベ
演
奏
と
ダ

毎
年
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ

る
シ
ド
テ
ィ
神
父
上
陸
記
念
祭

は
今
年
で
40
回
目
で
あ
っ
た
。

長
い
こ
と
記
念
祭
の
主
催
は
屋

久
島
町
と
鹿
児
島
教
区
が
交
互

に
担
当
し
て
き
た
が
、
昨
年
か

ら
Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
や
く
し
ま
未

来
工
房
」
が
主
催
し
、
後
援
が

熊
毛
支
庁
、
屋
久
島
町
、
協
力

が
屋
久
島
教
会
と
小
島
区
の
形

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
 

今
回
の
記
念
祭
は
、
第
１
部

は
９
時
半
か
ら
15
時
ま
で
「
日

出
ず
る
国
へ
！
 ひ
だ
ま
り
の

祭
典
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
聖
堂

横
の
広
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
約
１

５
０
人
。
第
２
部
は
16
時
か
ら

１
日
（
木
）
神
の
母
聖
マ
リ
ア
（
降
誕
の
８
日
目
）
 

▼
世
界
平
和
の
日
 

４
日
（
日
）
主
の
公
現
 

▼
七
田
八
十
吉
神
父
命
日
（
１
９
８
０
年
）
 

▼
ル
カ
神
父
命
日
（
１
９
９
８
年
）
 

６
日
（
火
）
ハ
ン
マ
神
父
命
日
（
２
０
２
４
年
）
 

７
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

▼
盛
克
志
神
父
霊
名
（
聖
ラ
イ
ム
ン
ド
）
 

８
日
（
木
）
久
保
俊
弘
助
祭
命
日
（
２
０
２
４
年
）
 

10
日
（
土
）
青
年
会
・
教
区
本
部
・
18
時
 

13
日
（
火
）
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時
 

11
日
（
日
）
主
の
洗
礼
 

14
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

▼
永
島
泰
蔵
神
父
命
日
（
２
０
０
２
年
）
 

18
日
（
日
）
年
間
第
２
主
日
 

▼
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
週
間
・
〜
25
日
 

「
す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
最
後
の
晩
餐

で
の
イ
エ
ス
の
祈
り
に
耳
を
傾
け
る
わ
た
し
た
ち
は
ま
た
、
折
に

ふ
れ
て
目
に
見
え
る
一
致
を
示
す
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
と
も
に
祈
り
、
支
え
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
が
す
べ

て
の
人
の
救
い
の
た
め
に
イ
エ
ス
を
遣
わ
し
た
こ
と
を
「
世
が
信

じ
る
た
め
」
で
す
（
ヨ
ハ
ネ
17
・
21
〜
23
参
照
）
。
 

キ
リ
ス
ト
教
諸
教
会
の
間
で
毎
年
１
月
18
日
か
ら
25
日
に
定
め
ら

れ
て
い
る
一
致
祈
禱
週
間
は
、
こ
の
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
機
会

と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
一
致
祈
禱
週
間
の
た
め
に
、
教
皇
庁
キ

リ
ス
ト
教
一
致
推
進
評
議
会
と
世
界
教
会
協
議
会
は
１
９
６
８
年

以
来
、
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
、
「
礼
拝
式
文
」
と
「
８
日
間
の
た

め
の
聖
書
と
祈
り
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
と
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
が
共
同
で
翻
訳
し
、

小
冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
 

19
日
（
月
）
ハ
イ
シ
ク
神
父
命
日
（
１
９
８
９
年
）
 

21
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

24
日
（
土
）
鄭
容
旭
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
４
年
）
 

25
日
（
日
）
年
間
第
３
主
日
（
神
の
こ
と
ば
の
主
日
）
 

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時
 

▼
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
（
献
金
）
 

▼
郡
山
健
次
郎
名
誉
司
教
霊
名
（
聖
パ
ウ
ロ
の
回
心
）
 

26
日
（
月
）
教
区
司
祭
大
会
・
教
区
本
部
・
〜
27
日
 

▼
フ
ェ
リ
ェ
神
父
命
日
（
１
９
１
９
年
）
 

27
日
（
火
）
成
相
明
人
神
父
命
日
（
２
０
２
０
年
）
 

28
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

31
日
（
土
）
奉
献
生
活
者
と
共
に
さ
さ
げ
る
ミ
サ
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
14
時
 

▼
ウ
ォ
ラ
神
父
霊
名
（
聖
ド
ン
ボ
ス
コ
）
 

【
司
教
日
程
】
７
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
14
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
及

び
教
区
経
済
問
題
評
議
会
、
21
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
26
〜
27
日
教

区
司
祭
大
会
、
28
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
29
日
大
口
明
光
学
園
、
31

日
修
道
女
連
盟
 

 祈
り
の
意
向
 

【
教
皇
の
意
向
】
み
こ
と
ば
に
よ
る
祈
り
 

【
日
本
の
教
会
】
平
和
と
幸
せ
 

会

と

催

し

　
１
月

ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
楽
し
い

ひ
と
時
で
あ
っ
た
。
11
時
に
は

記
念
館
の
棟
上
げ
を
祝
し
て
餅

播
（
菓
子
播
き
）
き
が
大
歓
声

の
中
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
会

場
の
一
角
で
は
子
ど
も
向
け
の

環
境
学
習
会
（
草
笛
や
笹
船
作

り
な
ど
）
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

だ
け
で
な
く
親
や
地
元
の
人
・

巡
礼
者
な
ど
の
参
加
が
あ
り
有

益
な
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
。
 

第
２
部
は
16
時
か
ら
聖
堂
で

ミ
サ
が
東
京
、
大
阪
、
福
岡
、

長
崎
か
ら
の
巡
礼
者
も
交
え
て

中
野
司
教
の
司
式
で
さ
さ
げ
ら

れ
た
後
、
集
会
室
と
食
堂
で
信

た
抱
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

す
る
と
や
は
り
に
っ
こ
り
笑
っ

て
い
ま
し
た
。
 

マ
リ
ア
様
か
ら
「
や
は
り
わ

た
し
の
こ
の
子
は
あ
な
た
の
こ

と
が
大
好
き
な
よ
う
で
す
。
今

度
は
わ
た
し
の
中
か
ら
あ
な
た

自
身
を
見
て
く
だ
さ
い
」
と
言

わ
れ
、
マ
リ
ア
様
の
中
に
入
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
目
の

前
の
光
景
を
見
て
み
る
と
、
と

て
も
美
し
い
も
の
で
し
た
。
 

一
人
の
男
性
が
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
え
な
が
ら
微
笑
み
合
っ
て
い

本
当
の
自
分
の
姿
 

 も
う
一
度
マ
リ
ア
様
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
を
受
け
取
る
と
、
や
は

り
に
っ
こ
り
笑
っ
て
い
ま
し

た
。
 

す
る
と
マ
リ
ア
様
が
「
あ
な

た
の
心
は
と
て
も
清
い
の
で
す

ね
。
わ
た
し
の
こ
の
赤
ち
ゃ
ん

も
あ
な
た
の
こ
と
が
大
好
き
な

シ
ド
テ
ィ
上
陸
記
念
祭
に
参
加
し
て
 

加
世
田
小
教
区
 枕
崎
教
会
　
長

野

宏

樹

よ
う
で
す
」
と
言
わ
れ
た
の

で
、
我
に
返
り
、
「
い
い
え
、

わ
た
し
は
こ
の
清
い
赤
ち
ゃ
ん

に
触
れ
る
価
値
の
な
い
汚
れ
た

者
で
す
」
と
言
っ
て
、
マ
リ
ア

様
に
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
ま
た
マ
リ
ア
様
か
ら
、

「
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
く
だ
さ

い
」
と
何
度
も
頼
ま
れ
、
何
度

も
断
り
ま
し
た
が
、
つ
い
に
ま

者
た
ち
手
作

り
の
カ
カ
ラ

ン
団
子
な
ど

を
い
た
だ
き

な
が
ら
交
流

の
ひ
と
時
が

も
た
れ
た
。
 

列
福
申
請

を
担
当
し
て

い
る
シ
チ
リ

ア
・
パ
レ
ル
モ
教
区
か
ら
の
情

報
で
は
「
シ
ド
テ
ィ
神
父
と
長

助
、
ハ
ル
」
３
人
の
列
福
申
請

は
順
調
に
進
み
、
２
０
２
５
年

４
月
に
バ
チ
カ
ン
の
列
聖
省
に

提
出
さ
れ
、
今
後
列
聖
省
の
手

る
そ
の
光
景
は
と
て
も
美
し
い

も
の
で
、
そ
の
男
性
の
笑
顔
も

美
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
男

性
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
わ
た

し
の
こ
と
で
す
。
こ
ん
な
に
も

美
し
い
存
在
と
し
て
、
マ
リ
ア

様
は
こ
の
わ
た
し
を
見
て
く
れ

て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
 

「
お
名
前
は
な
ん
と
い
う
の

で
す
か
」
 

「
じ
ょ
う
や
と
い
い
ま
す
」
 

「
じ
ょ
う
や
さ
ん
、
あ
な
た

は
も
う
清
い
存
在
な
の
で
す
。

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
躁
㉛
 

紫
原
教
会
主
任
司
祭
　
貴
島
丈
弥

罪
は
赦
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」

と
マ
リ
ア
様
は
わ
た
し
に
語
り

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
 

き
っ
と
全
て
は
わ
た
し
の
創

造
主
で
あ
る
神
様
、
わ
た
し
の

腕
の
中
に
あ
っ
た
イ
エ
ス
様

が
、
マ
リ
ア
様
を
通
し
て
わ
た

し
の
本
当
の
姿
を
見
せ
て
く
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
わ
た
し
も
マ
リ
ア

様
の
よ
う
に
他
の
人
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
道
は

長
そ
う
で
す
。
 

で
列
福
に
関
し
て
の
調
査
が
進

め
ら
れ
る
と
い
う
。
今
後
列
福

調
査
が
順
調
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
心
を
合
わ
せ
て
列
福
を
求

め
る
祈
り
を
唱
え
な
く
て
は
と

思
う
。
 

来
年
は
上
陸
記
念
館
の
完

成
、
シ
ド
テ
ィ
神
父
生
誕
の
地

で
あ
る
イ
タ
リ
ア
・
シ
チ
リ
ア

島
の
パ
レ
ル
モ
教
区
か
ら
の
巡

礼
団
の
来
日
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
祈
り
と
と
も
に
受
け
入
れ

準
備
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。
【
写
真
は

３
月
の
完
成
を
目
指
す
記
念
館

の
棟
上
げ
の
様
子
】
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る
。
 

「
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
人
々
が

切
望
し
て
や
ま
な
い
地
上
の
平

和
は
、
神
の
定
め
た
秩
序
を
全

面
的
に
尊
重
し
て
は
じ
め
て
、

こ
れ
を
築
き
、
固
め
る
こ
と
が

で
き
る
」
（
緒
言
）
。
 

そ
し
て
、
こ
の
秩
序
と
は
、

物
理
的
法
則
な
ど
の
こ
と
で
は

な
く
、
人
間
の
倫
理
的
秩
序
、

心
の
秩
序
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 

「
世
界
の
創
造
主
は
、
人
間

の
も
っ
と
も
奥
深
い
と
こ
ろ

に
、
秩
序
を
刻
み
つ
け
て
い

る
。
良
心
が
人
々
に
示
し
、
か

つ
尊
重
す
る
よ
う
命
ず
る
秩
序

が
こ
れ
で
あ
る
」
（
同
上
）
。
 

聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
が
言
う

正
月
元
旦
は
教
会
に
と
っ
て

は
主
の
降
誕
祭
の
８
日
目
で
あ

り
、
特
に
母
な
る
聖
マ
リ
ア
を

記
念
す
る
祝
日
で
あ
る
が
、
同

時
に
、
こ
の
日
は
教
会
が
定
め

た
「
世
界
平
和
の
日
」
で
あ

る
。
  

『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ

キ
ズ
ム
』
は
地
上
の
平
和
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
教
え
て
い

る
。
「
地
上
の
平
和
と
は
、
メ

シ
ア
的
『
平
和
の
君
』
（
イ
ザ

ヤ
９
・
５
）
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

の
平
和
の
写
し
で
あ
り
、
実
り

で
す
」
（
n.
２
３
０
５
）
。
 

こ
こ
に
い
う
「
写
し
」
の
原

語
は
imagoで
あ
る
。
キ
リ
ス

ト
の
平
和
は
地
上
の
平
和
の
モ

デ
ル
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
な

ろ
う
か
。
 

そ
し
て
「
実
り
」
の
原
語
は

fructusで
、
結
果
の
意
味
で

あ
る
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
の
平
和

を
地
上
に
適
用
し
た
結
果
だ
と

言
え
よ
う
。
要
す
る
に
、
地
上

の
平
和
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
平

和
を
モ
デ
ル
と
し
て
こ
れ
を
地

上
に
実
現
し
た
も
の
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
。
 

で
は
、
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
の
平

和
が
重
要
な
の
か
。
 

上
記
カ
テ
キ
ズ
ム
は
平
和
に

つ
い
て
、
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会

議
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。
 

「
平
和
と
は
、
単
に
戦
争
が

な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
ま
た
、
敵
対
者
間
の
力
の

均
衡
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
せ
ん
（
現
代
世
界
憲
章

78
」
）
。
 

そ
の
上
、
さ
ら
に
「
平
和
は

秩
序
の
静
け
さ
で
す
」
と
い
う

聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
の
言
葉
、

「
平
和
は
正
義
が
造
り
出
す
も

の
」
と
い
う
イ
ザ
ヤ
預
言
者
の

言
葉
（
イ
ザ
ヤ
32
・
17
）
、
そ

し
て
「
平
和
は
愛
の
結
果
で

す
」
と
い
う
現
代
世
界
憲
章
78

の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
（
n.

２
３
０
４
）
。
 

こ
こ
で
ま
ず
、
平
和
は
秩
序

で
あ
る
、
と
い
う
言
葉
に
注
意

し
よ
う
。
か
の
有
名
な
ヨ
ハ
ネ

23
世
の
回
勅
『
地
上
の
平
和
』

の
冒
頭
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ

「
人ひ

と

に
は
誰だ

れ

に

で
も
良よ

い
と
こ
ろ

と
悪わ

る

い
と
こ
ろ
が

あ
る
」
と
い
う
こ

と
は
頭あ

た
ま

で
分わ

か
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
私わ

た
し

た
ち
に
は
嫌き

ら

い
な
人
が
い
る
も
の
で
す
。
 

そ
の
こ
と
自
体

じ

た

い

は
決け

つ

し
て
悪
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
誰
か
の

こ
と
が
嫌
い
に
な
る
パ
タ
ー
ン
を
考か

ん
が

え
て
み
る
と
だ
い
た
い
こ
ん
な
感か

ん

じ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
 

第
一
段
階

だ
い
い
ち
だ
ん
か
い

と
し
て
人
は「
誰
か
の
 〜
 が
嫌

い
」
と
い
う
よ
う
に
相
手

あ

い

て

の
一
部
分

い

ち

ぶ

ぶ

ん

が
好す

き

で
は
な
い
こ
と
を
理
性
的

り

せ

い

て

き

に
理
解

り

か

い

し
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
「
嫌
い
」
と
い
う
思お

も

い
が
持じ

続ぞ
く

す
る
と
そ
れ
が
強つ

よ

ま
り
第
二に

段
階
に
入は

い

り

ま
す
。
 

そ
こ
で
は
心こ

こ
ろ

の
中
で
そ
の
人
「
の
」「
こ
う

し
た
と
こ
ろ
（
一
部
）」
が
消き

え
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
最
終

さ
い
し
ゅ
う

段
階
と
し
て
そ
の

人
「
の
」
以
降

い

こ

う

が
完
全

か
ん
ぜ
ん

に
消
え
て
し
ま
い
、
感か

ん

情
的

じ
ょ
う
て
き

に
「
そ
の
人
」
と
「
嫌
い
」
が
直
結

ち
ょ
っ
け
つ

し
て

し
ま
い
ま
す
。
図
解

ず

か

い

す
る
と
、
 

第
一
段
階
：
誰
か
 「
の
」
 『
こ
う
し
た
と

こ
ろ
（
一
部
）』
 が
嫌
い
 

 第
二
段
階
：
そ
の
人
 「
の
」
 『
こ
う
し
た

と
こ
ろ
（
一
部
）』
が
嫌
い
 

 最
終
段
階
：
そ
の
人
　
が
　
嫌
い
 

と
な
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
こ
の
過
程

か

て

い

で
時
間

じ

か

ん

と
共と

も

に「
の
」が

抜ぬ

け
る
こ
と
に
よ
り
本
当

ほ
ん
と
う

の「
能
無

の

う

な

し
」と
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
！
 　
で
す
か
ら
私
た

ち
は
常つ

ね

に
そ
の
人
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、

そ
の
人
の
一
部
が
好
き
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
心こ

こ
ろ

に
留と

め
て
お
く
必
要

ひ
つ
よ
う

が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
が
相
手

あ

い

て

を
尊
重

そ
ん
ち
ょ
う

す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
と
言い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
も
し
こ
の
よ
う
に
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
パ
ウ
ロ
が
「
兄
弟
愛

き
ょ
う
だ
い
あ
い

を
も
っ
て
互た

が

い
に

愛あ
い

し
、
尊
敬

そ
ん
け
い

を
も
っ
て
互
い
に
相
手
を
優す

ぐ

れ

た
者も

の

と
思
い
な
さ
い
。」
と
い
う
勧す

す

め
を
い
つ

も
心
掛

こ
こ
ろ
が

け
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

（
ロ
マ
12
・
10
）。
 

相
手
を
尊
敬
す
る
と
は
相
手
を
真ま

っ
向こ

う

か

ら
否
定

ひ

て

い

し
な
い
と
い
う
面め

ん

も
あ
る
の
で
す
。
 

他
人
た
に
ん

に
対た
い

す
る
「
嫌き
ら

い
」
の
感
情

か
ん
じ
ょ
うに

つ
い
て

要　　理

親
子
の

「
秩
序
の
静
け
さ
」
の
秩
序
で

あ
る
。
 

聖
書
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
神
が
人
間
の
た
め
に
定

め
た
こ
の
心
の
秩
序
は
原
罪
に

よ
っ
て
乱
さ
れ
、
弱
め
ら
れ

た
。
ア
ダ
ム
の
長
男
カ
イ
ン
が

弟
の
ア
ベ
ル
を
殺
し
て
時
以

来
、
人
類
の
歴
史
は
分
裂
と
争

い
の
歴
史
と
な
る
。
キ
リ
ス
ト

教
の
確
信
に
よ
れ
ば
、
神
の
実

子
「
み
言
葉
」
は
受
肉
し
て
人

間
と
な
り
、
人
類
の
す
べ
て
の

罪
を
背
負
っ
て
十
字
架
上
の
死

に
身
を
委
ね
、
人
類
を
あ
が
な

っ
て
原
初
の
秩
序
を
回
復
し

た
。
カ
テ
キ
ズ
ム
は
述
べ
る
。
 

「
キ
リ
ス
ト
は
ご
自
分
の
十

字
架
の
血
に
よ
っ
て
、
ご
自
分

の
中
で
憎
し
み
を
滅
ぼ
し
、

人
々
を
神
と
和
解
さ
せ
、
ご
自

分
の
教
会
を
全
人
類
の
一
致
、

神
と
の
一
致
の
秘
跡
と
な
さ
い

ま
し
た
」
（
同
上
）
。
 

イ
ザ
ヤ
が
預
言
し
た
メ
シ

「
地
上
の
平
和
」
の
原
型
は
「
キ
リ
ス
ト
の
平
和
」
 

故
・
糸
永
真
一
司
教
の
ブ
ロ
グ
か
ら

る
若
い
企
業
家
や
い
の
ち
を
か

け
て
真
実
を
追
求
す
る
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
が
あ
り
、
ボ
ラ

ン
チ
ア
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
内
外
で
活
発
で
あ
る
。
こ
れ

ら
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
人
々
の
背

後
に
、
名
も
な
い
無
数
の
善
意

の
人
々
が
日
々
隣
人
の
幸
せ
の

た
め
に
献
身
し
て
い
る
こ
と
を

わ
た
し
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

キ
リ
ス
ト
の
平
和
の
霊
・
聖
霊

は
あ
ま
ね
く
世
界
で
、
善
意
の

人
々
と
と
も
に
働
い
て
お
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら

の
善
意
の
人
々
の
力
が
声
を
出

し
、
結
集
さ
れ
て
大
き
な
う
ね

り
と
な
れ
ば
、
世
界
平
和
へ
の

道
は
大
き
く
開
か
れ
る
は
ず

だ
。
 

キ
リ
ス
ト
は
言
わ
れ
た
。

「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
、

幸
い
で
あ
る
。
そ
の
人
た
ち
は

神
の
子
と
呼
ば
れ
る
」
（
マ
タ

イ
５
・
９
）
。
 

（
２
０
１
１
年
１
月
１
日
）

れ
て
い
る
世
界
の
政
治
秩
序
、

経
済
秩
序
、
そ
し
て
情
報
秩
序

の
建
て
直
し
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
キ
リ
ス
ト
の
平
和
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
国
内
的
に
も
国
際

的
に
も
す
べ
て
の
人
の
共
通
善

を
保
障
す
る
政
治
秩
序
、
奪
い

合
う
の
で
は
な
く
、
世
界
中
で

公
平
に
分
か
ち
合
う
経
済
秩

序
、
そ
し
て
真
実
と
愛
に
基
づ

く
建
設
的
な
情
報
秩
序
を
打
ち

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

こ
う
言
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
の

平
和
を
地
上
に
実
現
す
る
と
い

う
理
想
は
き
わ
め
て
困
難
で
遠

い
道
の
り
の
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
が
、
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
の

心
を
自
分
の
良
心
と
し
て
平
和

の
た
め
に
尽
く
す
よ
う
努
力
し

て
い
る
人
は
、
思
想
信
条
の
違

い
を
超
え
て
無
数
に
見
ら
れ

る
。
民
主
活
動
家
劉
暁
波

り
ゅ
う
ぎ
ょ
う
は

氏
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
は
世
界

の
平
和
運
動
家
を
励
ま
し
た

し
、
社
会
的
企
業
に
立
ち
あ
が

ア
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
は
「
平

和
の
君
」
で
あ
り
、
「
キ
リ
ス
ト

は
わ
た
し
た
ち
の
平
和
（
エ
フ
ェ

ゾ
２
・
14
）
で
あ
る
。
 

キ
リ
ス
ト
の
平
和
は
、
ま
ず

何
よ
り
も
人
間
の
心
に
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
罪
に
よ

っ
て
生
じ
た
心
の
矛
盾
、
す
な

わ
ち
一
切
の
「
怒
り
」
、
つ
ま

り
「
仕
返
し
の
願
望
」
を
捨

て
、
愛
の
反
対
で
あ
る
一
切
の

「
意
図
的
な
憎
し
み
」
を
取
り

除
い
て
、
心
の
平
和
を
取
り
戻

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
カ
テ

キ
ズ
ム
n.
２
３
０
２
参
照
）
。

心
の
平
和
こ
そ
、
地
上
の
平
和

の
原
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
キ

リ
ス
ト
の
あ
が
な
い
を
も
っ
て

取
り
戻
し
た
心
の
平
和
、
心
の

秩
序
を
、
地
上
の
一
切
の
制
度

の
中
に
適
用
し
て
、
本
来
の
あ

る
べ
き
倫
理
的
秩
序
を
打
ち
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

わ
た
し
が
特
に
強
調
し
た
い

の
は
、
あ
ま
り
に
も
偏
り
、
乱

「
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
」
を
呼
び
か
け
る

教
皇
庁
児
童
宣
教
事
業
は
、
幼
子
イ
エ
ス
の
保
護

に
ゆ
だ
ね
た
い
と
の
希
望
か
ら
、
聖
な
る
幼
子
の

会
ま
た
は
幼
子
宣
教
会
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
の

目
的
は
、
「
子
ど
も
た
ち
を
助
け
て
い
る
子
ど
も

た
ち
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
献
身
す
る
、
キ
リ
ス
ト
者

の
子
ど
も
た
ち
の
運
動
を
促
進
し
、
生
み
出
す
こ

と
で
す
。
児
童
宣
教
事
業
の
活
動
の
頂
点
で
あ
る

こ
の
日
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
世
界
中

の
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
祈
り
、
犠
牲
を

さ
さ
げ
、
支
援
を
行
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
各
教

会
に
加
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
幼
稚
園
や
保
育
園

の
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
献
金
に
手
紙
や
絵
を
添

え
て
協
力
し
て
い
ま
す
。
当
日
の
献
金
は
全
世
界

か
ら
ロ
ー
マ
教
皇
庁
・
福
音
宣
教
省
に
送
ら
れ
、

世
界
各
地
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。
 

１月25日は 
世界こども助け合いの日（献金）


